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五
條
市
と
西
吉
野
村
、
大
塔
村
が
合
併
し
て
早
７
か

月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
国
は
、
当
初
「
地
方
分
権
の
推
進
」

を
主
な
合
併
根
拠
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
五
條
市
で
は

こ
の
時
点
か
ら
、
国
・
地
方
の
借
金
は
国
民
一
人
当
た

り
約
５
５
０
万
円
と
い
う
危
機
的
な
財
政
状
況
を
主
要

因
と
指
摘
し
て
き
ま
し
た
。 

　
事
実
、
合
併
協
議
会
が
軌
道
に
乗
り
出
し
た
こ
ろ
に

は
、
マ
ス
コ
ミ
も
そ
の
論
調
と
な
り
、
全
国
の
市
町
村

合
併
も
加
速
度
的
に
進
み
、平
成
１１
年
４
月
に
３，
２
２
９

の
市
町
村
数
が
本
年
３
月
末
現
在
で
は
１，
８
２
１
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

　
自
主
財
源
が
乏
し
い
自
治
体
に
と
っ
て
、
国
も
こ
れ

以
上
借
金
を
増
や
し
て
ま
で
地
方
に
お
金
を
回
せ
な
い

と
い
う
状
況
は
相
当
に
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
と
な
る
た
め
、

合
併
特
例
債
等
が
活
用
で
き
る
１０
年
間
の
内
に
次
の
布

石
を
打
つ
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
大
事
な
こ
と
で
あ
り
、

合
併
は
そ
の
た
め
の
大
き
な
戦
略
的
な
手
段
と
な
り
ま
す
。 

　
し
か
し
、
手
段
は
手
段
で
あ
る
た
め
、
今
後
は
、
市

民
が
「
五
條
に
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
思
え
る
「
市
民

サ
ー
ビ
ス
」
の
向
上
と
い
う
目
的
を
、
よ
り
明
確
に
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
そ
の
有
効
な
方
法
が
「
行
政
改
革
」
で
す
。 

 

こ
れ
ま
で
の
行
政
改
革
の 

                      

主
な
取
り
組
み 

 

　
平
成
９
年
６
月
に
五
條
市
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、

次
の
４
つ
の
基
本
方
針 

（
１
）
事
務
事
業
の
見
直
し
　 

（
２
）
時
代
に
即
応
し
た
組
織
、
機
構
の
見
直
し
　 

（
３
）
効
率
的
な
行
政
運
営
と
職
員
能
力
開
発
等
の
推
進 

（
４
）
行
政
の
情
報
化
の
推
進
等
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ

　
　
　
ス
の
向
上
　 

を
掲
げ
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
運
営
を
目
指
し
、
行

政
改
革
の
推
進
に
努
め
て
き
ま
し
た
。 

　
具
体
的
に
は
、
市
村
合
併
、
事
務
の
効
率
化
、
Ｏ
Ａ

化
の
推
進
、
職
員
定
数
・
給
与
の
適
正
化
な
ど
明
確
な

目
標
を
掲
げ
、
今
日
の
市
政
推
進
の
基
礎
を
築
い
て
き

ま
し
た
。 

　
①
市
村
合
併
に
よ
る
効
果
的
な
行
政
運
営 

　
　
旧
村
の
三
役
や
旧
村
の
議
会
議
員
の
削
減
等
や
職

　
　
員
数
の
削
減
計
画 

　
②
行
政
経
費
の
削
減
　 

　
　
市
長
、
助
役
、
教
育
長
の
給
与
引
き
下
げ
、
議
員

　
　
報
酬
の
引
き
下
げ
、
職
員
給
与
の
引
き
下
げ
、
収

　
　
入
役
制
の
廃
止 

　
③
Ｏ
Ａ
化
、
情
報
化
の
推
進 

　
　
住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
や
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
の
導

　
　
入
、
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
施
設
整
備 

　
④
組
織
・
機
構
の
見
直
し 

　
　
文
化
体
育
振
興
公
社
の
廃
止
等
に
よ
る
時
代
に
即

　
　
応
し
た
組
織
・
機
構
に
改
編 

  行
政
改
革
に
新
た
な
課
題
が
・
・
・ 

 

　
し
か
し
、
今
、
わ
が
国
の
経
済
は
、
よ
う
や
く
明
る

い
兆
し
が
見
え
か
け
た
と
い
う
声
も
出
て
き
て
い
ま
す

が
、
長
期
に
わ
た
る
景
気
の
低
迷
か
ら
税
収
の
落
ち
込

み
は
全
国
的
な
も
の
と
な
り
、
国
・
地
方
の
借
金
は
更

に
増
加
（
国
民
１
人
当
た
り
約
７
百
万
円
）
し
、
さ
ら

に
は
、
地
方
分
権
の
進
展
、
国
の
三
位
一
体
改
革
（
国

庫
補
助
金
等
の
削
減
、
税
源
の
移
譲
、
地
方
交
付
税
の

改
革
）
に
よ
っ
て
、
地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く

変
化
し
、
そ
の
対
応
が
今
後
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な

っ
て
き
ま
し
た
。 

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
行
な
っ
て
き
た
行
政
改
革
を
よ

り
強
力
で
効
果
的
な
も
の
に
し
て
い
く
必
要
性
が
出
て

き
ま
し
た
。 

　
す
な
わ
ち
、
市
民
の
行
政
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
行
政
運

営
を
行
な
う
た
め
、
限
ら
れ
た
「
行
政
資
源
（
ヒ
ト
・

モ
ノ
・
カ
ネ
）
」
の
有
効
活
用
を
図
り
、
五
條
市
が
自
立

で
き
る
行
政
運
営
を
目
指
す
必
要
性
が
あ
り
ま
す
。 

  五
條
市
行
政
改
革
推
進
本
部
を
設
置 

 

　
昨
年
９
月
に
行
な
っ
た
市
村
合
併
は
、
大
き
な
行
政

改
革
で
す
が
、
よ
り
幅
広
い
市
民
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
ま
た
、
最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
図
る
た
め
、
昨
年
１１
月
４
日
、 

 

市
長
自
ら
が
本
部
長
に
就
任
し
て
「
五
條
市
行
政
改
革

推
進
本
部
」
を
設
置
し
、
現
在
、
全
庁
一
丸
と
な
っ
て

行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

■
行
政
改
革
に
関
す
る
問
合
先  

　
企
画
調
整
課
　
行
財
政
改
革
推
進
係   

　
　
　
　
　
　
　
　
本
（
内
線
３
０
６
） 
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用語の解説 

  

　
本
市
が
進
め
る
少
子
・
高
齢
社
会
へ
の
対
策
を
は
じ
め
、

市
民
が
安
心
し
て
、
安
全
に
暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち
づ
く

り
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
本
市
の
実
態
に
即
し
た
効
率

的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、
今
後
の
新
た
な
行
政
課

題
に
対
応
で
き
る
よ
う
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
そ
の
た
め
、
本
年
度
は
行
政
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の

具
体
的
な
計
画
を
立
て
、
そ
れ
を
実
施
、
検
証
さ
ら
に
は

見
直
し
で
き
る
基
礎
作
り
を
行
う
予
定
で
す
。 

   

（
１
）「
新
行
政
改
革
大
綱
」
の
策
定 

　
本
市
の
実
態
に
即
し
た
効
率
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
の
確

立
を
目
指
し
ま
す
。 

   

（
２
）「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
の
策
定 

　
平
成
１８
年
度
を
起
点
と
す
る
平
成
２２
年
度
ま
で
の
５

か
年
で
実
施
す
る
具
体
的
な
取
り
組
み
項
目
と
取
り
組

み
方
法
を
掲
げ
た
改
革
の
計
画
を
策
定
し
、
市
民
の
み

な
さ
ま
に
平
成
１８
年
度
末
を
目
標
に
公
表
す
る
予
定
で
す
。 

   

「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
の
主
な
項
目 

  

　
①
事
務
・
事
業
の
再
編
・
整
理
、
廃
止
・
統
合 

　
　
事
務
事
業
の
効
果
や
効
率
性
等
の
観
点
か
ら
の
見 

　
　
直
し 

　
②
民
間
委
託
等
の
推
進 

　
　
民
間
活
力
を
導
入
し
、
よ
り
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
向
上
と
業
務
の
効
率
化
の
た
め
委
託
可
能
な
選
択

　
　
を
検
討 

　
③
定
員
管
理
の
適
正
化 

　
　
計
画
的
な
職
員
数
の
抑
制
に
取
り
組
み
、
平
成
２２

　
　
年
４
月
１
日
の
職
員
数
を
明
示
す
る
た
め
の
検
討 

　
④
手
当
の
総
点
検
を
は
じ
め
と
す
る
給
与
の
適
正
化 

　
　
総
人
件
費
の
抑
制
の
た
め
、
各
種
の
手
当
て
等
に

　
　
つ
い
て
検
討 

　
⑤
経
費
節
減
等
の
財
政
効
果 

　
　
歳
入
が
減
少
す
る
状
況
の
下
、
歳
入
の
確
保
の
た

　
　
め
、
市
税
徴
収
率
の
向
上
等
の
検
討 
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